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会
員
、
賛
助
会
員
並
び
に
ご
臨
席

の
来
賓
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
山

形
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事

業
に
対
し
、
格
別
の
ご
協
力
と
ご
支

援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
五
月
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
法
の
位
置
付
け

が
第
五
類
に
移
行
し
、
コ
ロ
ナ
禍
前

の
活
動
を
取
り
戻
し
た
一
年
で
あ
り

ま
し
た
。

　

令
和
二
年
度
か
ら
今
年
度
ま
で
を

期
間
と
す
る
「
中
期
事
業
計
画
」
に

基
づ
き
、
最
重
要
課
題
で
あ
る
会
員

の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
度
は
会
員
募

集
・
就
業
機
会
の
確
保
に
向
け
た

「
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
」
の
増
強

の
ほ
か
、
新
た
に
「
Ｗ
ｅ
ｂ
（
ウ
ェ

ブ
）」
に
よ
る
入
会
シ
ス
テ
ム
を
導

入
す
る
な
ど
の
取
組
み
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

普
及
啓
発
活
動
へ
の
コ
ロ
ナ
の
影
響

な
ど
も
残
り
、
五
年
度
末
の
正
会
員

数
は
一
、二
八
六
人
と
、
前
年
度
よ

り
若
干
の
減
少
と
な
り
、
会
員
確

保
・
拡
大
に
向
け
た
更
な
る
取
組
み

が
必
要
な
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

請
負
事
業
に
つ
い
て
は
堅
調
に
推

移
し
て
お
り
、
前
年
度
か
ら
約
六
百

万
円
増
の
四
億
九
千
八
百
万
円
と
な

り
、
派
遣
事
業
に
つ
い
て
も
、
ス
ー

パ
ー
や
介
護
施
設
等
の
受
注
拡
大
等

も
あ
り
、
前
年
度
を
百
二
十
万
円
ほ

ど
上
回
り
、
契
約
金
額
は
一
億
三
千

七
百
二
十
万
円
と
、
過
去
最
高
額
と

な
り
ま
し
た
。

　

安
全
就
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
残

念
な
が
ら
四
件
の
事
故
が
発
生
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
事
故
ゼ
ロ
を
目
標

に
、
引
き
続
き
安
全
意
識
の
徹
底
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
「
中
期
事
業
計
画
」
の

最
終
年
度
に
な
り
ま
す
。「
自
主
・

自
立
、
共
働
・
共
助
」
の
基
本
理
念

の
も
と
、
事
業
の
質
的
向
上
と
量
的

拡
大
を
着
実
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、

課
題
で
あ
る
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」

へ
の
対
応
の
た
め
の
特
定
費
用
準
備

金
積
立
の
継
続
、
秋
に
予
定
さ
れ
る

通
称
「
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法
」
の
施
行

に
備
え
た
対
応
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

結
び
に
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
な
ど
様
々
な
社
会
状
況
の
変
化
の

中
、
当
セ
ン
タ
ー
も
平
成
二
十
四
年

四
月
の
公
益
社
団
法
人
移
行
か
ら
十

二
年
余
り
の
歴
史
を
重
ね
て
ま
い
り

ま
し
た
。
長
き
に
わ
た
り
、
基
本
理

念
に
則
し
た
事
業
を
推
進
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
の
も
、
偏
に
皆
様
方

か
ら
の
格
別
の
ご
協
力
と
ご
支
援
の

賜
物
と
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業

に
対
し
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

�

理
事
長
　
長
　
瀬
　
洋
　
男

定
時
総
会
あ
い
さ
つ

令
和
六
年
度
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２．会員表彰（66名）
　会員として、５年以上在籍し、積極的に就業に励み、その業績が顕著であり、正副班長の推薦を受けた
7０歳を超えた方

地　区　名 氏　　　名 地　区　名 氏　　　名
第 ３ 地 区 佐　藤　昭　子 飯塚・椹沢地区 井　上　正　次
第 ４ 地 区 森　谷　清　介 〃 田　中　耕　樹
第 ６ 地 区 米　倉　仲　雄 東 沢 地 区 齊　藤　一　子

〃 安　部　正　次 〃 後　藤　俊　治
第 ７ 地 区 斉　藤　明　子 滝 山 １ 地 区 新　林　彦一郎

〃 布　施　正　夫 〃 遠　藤　　　茂
〃 梅　津　長　次 〃 菅　野　咲　子
〃 多　田　文　穂 〃 阿　部　克　則

西 地 区 樋　口　和　美 滝 山 ２ 地 区 大　澤　久　平
〃 伊　東　悠　人 〃 国　井　　　隆
〃 三　原　　　隆 〃 伊　藤　則　雄
〃 稲　村　榮　子 〃 渡　邉　　　孝
〃 森　谷　和　男 金 井 地 区 高　橋　　　信 
〃 佐　藤　良　子 〃 山　口　和　男

第 ９ 地 区 那　須　満　子 〃 佐　藤　直　彦
〃 海　鉾　敏　広 〃 岩　井　文　子
〃 長　岡　久　治 〃 田　中　政　俊

第 1０ 地 区 藁　谷　幸　市 〃 阿　部　昭　治
〃 伊　藤　文　雄 大 郷 地 区 岩　松　堅　一
〃 鈴　木　和　久 山寺・高瀬地区 鑓　水　静　雄
〃 土　岐　勝　義 〃 斎　藤　吉　典
〃 藤　田　和　男 楯 山 地 区 工　藤　俊　二

鈴 川 ２ 地 区 海　谷　和　子 蔵 王 地 区 今　野　久　子
〃 福　田　行　雄 〃 鈴　木　眞　幸
〃 吉　田　嘉鶴榮 〃 長谷川　　　勇
〃 加　藤　ちえ子 〃 佐　藤　惠　子
〃 木　元　　　悟 〃 安　達　晴　義
〃 大　場　義　之 南山形・本沢地区 古　頭　修　一
〃 渡　辺　永　次 〃 尾　形　　　博

鈴 川 ３ 地 区 森　谷　文　敏 〃 横　山　俊　昭
〃 松　田　明　子 〃 山　口　　　均
〃 鈴　木　とみ子 南 沼 原 地 区 鬼　嶋　博　安
〃 星　　　忠　一 〃 中　嶌　　　寛

１．名誉会長の感謝状
　理事長として、13年にわたりセンタ－の改革と発展に多大なる貢献し、退任される方

職　　　名 氏　　　名
理 事 長 長　瀬　洋　男

令和６年度令和６年度　感謝状・表彰状受賞者　感謝状・表彰状受賞者
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　山形市の高齢者人口は、令和７年には78,013人（高齢化率31.6%）に達すると見込まれ、高
齢化はますます進行していく事が予想されます。少子高齢化が進行し労働力人口が減少する中、
生涯現役を掲げるシルバー人材センターの役割は地域社会活性化のため、ますます重要になっ
ております。高齢者の意欲と能力に応じた就業機会を確保し、社会を支え続ける高年齢者を増
やしていくことが急務となり、就業機会の拡大、職域の拡大と併せ、積極的に会員の拡大を図
ることが大変重要になっております。
　当センターでは、「会員100万人達成計画」を目標に、会員拡大に取り組みます。また、シル
バー人材センター事業においては、「中期事業計画」に基づき事業に取り組んでおり、基本理
念である「自主・自立、共働・共助」を堅持しながら、一層の機能強化と効率的な事業運営の
推進に取り組んでまいります。
　令和５年５月より新型コロナウイルス感染症が第５類に変更されたことを受け、当センター
では原則的にコロナ禍前の普及啓発活動を再開しました。デジタル技術を活用した広報活動や、
インターネットによる入会システムの導入など、デジタル化に対応した新たな取り組みを進め
ております。
（事業計画や予算等、詳しくは令和６年度定時総会議案書をご参照ください。）

重点課題
１．新入会員増と退会会員の抑制の取組み
２．会員の資質の向上
３．就業機会の拡大と受注件数の増加
４．派遣事業の推進
５．会員組織の充実と活性化
６．安全就業推進の強化
７．公益社団法人としての機能強化
８．経営の効率化と財源の確保

　令和５年５月から新型コロナウイルス感染症が第５類に変更になったことを受けて、当セン
ターでは原則としてコロナ禍前の普及啓発活動を実施しています。令和５年度は「中期事業計
画」に基づき会員拡大に取り組みましたが、定年延長やコロナの影響で「１：１（イチイチ）
運動」が十分にできなかったことにより、
令和４年度から26人減の1,286人となり
ました。
　事業実績は、請負事業においては堅調
に推移し、契約金額は昨年度より6,018
千円増の498,063千円となりました。派
遣事業は、契約金額が前年度対比1,197
千円増の137,270千円となりました。就
業延人数・受託件数とも前年度を超える
実績となっております。（詳しくは令和６年度定時総会議案書をご参照ください。）

　　令和５年度事業実績
項　目 ５年度実績 ４年度実績 比　較
正 会 員 数 1,286人 1,312人 △26人
契 約 金 額 498,063千円 492,045千円 6,018千円
就業延人数 110,912人 114,068人 △3,156人
受 託 件 数 4,966件 5,005件 △39件
派 遣 事 業
契 約 金 額 137,270千円 136,073千円 1,197千円

市議会議長へ要望書の提出市議会議長へ要望書の提出

令和6年度　重点課題と事業計画

令和５年度　事 業 実 績 報 告
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六
月
十
二
日
（
水
）
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
山

形
に
お
い
て
令
和
六
年
度
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

結
城
副
理
事
長
の
開
会
挨
拶
、
長
瀬
理
事
長
の
挨

拶
、
来
賓
各
位
の
挨
拶
後
、
引
き
続
き
感
謝
状
と
表

彰
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

事
務
局
よ
り
定
足
数
報
告
が
あ
り
、
出
席
者
一
一

六
名
、
委
任
状
に
よ
る
議
決
権
行
使
者
八
四
六
名
、

合
せ
て
出
席
者
は
九
六
二
名
と
な
り
、
会
員
総
数
一
、

一
八
八
名
の
八
〇
・
九
％
に
達
し
、
総
会
は
成
立
し

ま
し
た
。

　

議
長
に
髙
野
昭
英
会
員
（
西
部
地
区
）
を
選
出
し
、

議
事
が
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
事
項
四
件
、
議
案
事
項
二
件
に
つ
い
て
、
事

務
局
長
よ
り
議
案
の
主
旨
説
明
が
あ
り
審
議
を
諮
り
、

採
決
の
上
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

定
時
総
会
及
び
臨
時
理
事
会
に
お
い
て
、
斎
藤
武

弘
新
理
事
長
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
欠
員
補

充
に
伴
う
新
理
事
・
新
監
事
（
七
頁
参
照
）
も
就
任

し
、
令
和
六
年
度
定
時
総
会
は
滞
り
な
く
終
了
し
ま

し
た
。

　

長
瀬
前
理
事
長
は
、
平
成
二
十
三
年
よ
り
十
三
年

間
の
長
き
に
亘
り
、
当
セ
ン
タ
ー
の
課
題
解
決
に
率

先
し
て
業
務
遂
行
に
当
た
り
ま
し
た
。
平
成
二
十
四

年
に
は
社
団
法
人
か
ら
公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行
や

令
和
五
年
度
末
で
は
会
員
数
一
、
二
八
六
人
に
増
加

（
就
任
当
時
の
1.38
倍
）・
合
計
契
約
金
額
で
は
過
去

最
高
六
億
三
千
五
百
万
円
（
同
1.61
倍
）・
コ
ロ
ナ
感

染
症
・
イ
ン
ボ
イ
ス
対
策
等
数
多
く
の
業
績
や
諸
課

題
を
解
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
功
績
に
対
し
、

会
員
及
び
役
職
員
一
同
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令和６年度定時総会を開催

総会風景総会風景

会員受賞者会員受賞者役員表彰：長瀬理事長役員表彰：長瀬理事長

長瀬理事長あいさつ長瀬理事長あいさつ
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新 旧 理 事 長 あ い さ つ新 旧 理 事 長 あ い さ つ
　
こ
の
た
び
、
公
益
社
団
法
人
山

形
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理

事
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
、
斎

藤
武
弘
で
ご
ざ
い
ま
す
。
四
十
年

以
上
に
わ
た
る
セ
ン
タ
ー
の
歴
史

と
伝
統
、「
自
主
・
自
立
、
共

働
・
共
助
」
の
基
本
理
念
の
も
と
、

役
員
、
職
員
と
共
に
鋭
意
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
会
員
、

賛
助
会
員
並
び
に
関
係
機
関
の
皆

様
か
ら
は
格
別
の
ご
指
導
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
長
瀬
前
理
事
長
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、「
公
益
社
団
法
人
」
へ
の

移
行
と
い
う
大
き
な
節
目
に
理
事

長
と
し
て
の
大
き
な
職
責
を
果
た

さ
れ
る
と
と
も
に
、
長
き
に
わ
た

り
会
員
及
び
事
業
実
績
の
拡
大
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
公
益
認
定
が

セ
ン
タ
ー
及
び
会
員
に
対
す
る
市

民
の
方
々
の
信
頼
の
向
上
に
繋
が

る
と
と
も
に
、
信
頼
の
定
着
が
事

業
実
績
拡
大
の
大
き
な
基
盤
と

な
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
の
セ
ン
タ
ー
事
業
に
つ
い

て
は
、
昨
年
十
月
か
ら
導
入
さ
れ

た
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
や
秋
に
予
定

さ
れ
る
通
称
「
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

法
」
施
行
へ
の
対
応
、
会
員
数
の

確
保
と
事
業
拡
大
、
安
全
就
業
の

継
続
な
ど
、
取
り
組
む
べ
き
課
題

が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
す
る

と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
築
い
た
市

民
の
方
々
と
の
信
頼
関
係
を
大
切

に
し
、
高
齢
者
が
生
き
生
き
と
地

域
社
会
で
活
躍
で
き
る
よ
う
取
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

関
係
各
位
か
ら
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
就
任

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

就
任
に
あ
た
っ
て

就
任
に
あ
た
っ
て

新
理
事
長
　
斎
藤
　
武
弘

　
こ
の
た
び
の
定
時
総
会
を
も
ち

ま
し
て
、
公
益
社
団
法
人
山
形
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理
事
長

を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
ご
協
力
に
厚
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
平
成
二
十
三
年
に
就
任
し
て
か

ら
今
日
ま
で
、
皆
様
に
支
え
ら
れ

通
算
十
三
年
の
長
き
に
わ
た
り
職

責
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
間
派
遣
事
業
を
開
始
し
た
こ

と
も
あ
り
、
会
員
数
や
事
業
実
績

が
順
調
に
推
移
し
た
こ
と
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
在
任
期
間
中
重
篤

事
故
が
一
件
も
発
生
し
な
か
っ
た

こ
と
が
一
番
の
喜
び
で
す
。
ま
た
、

平
成
二
十
八
年
に
は
山
形
県
警
察

と
「
高
齢
者
を
事
件
事
故
か
ら
守

る
活
動
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

も
偏
に
会
員
、
賛
助
会
員
の
皆
様
、

そ
し
て
歴
代
役
員
の
皆
様
の
ご
協

力
、
山
形
市
を
は
じ
め
と
す
る
関

係
機
関
の
ご
支
援
の
賜
物
と
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
数
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
が
セ
ン
タ
ー
の
事
業
活
動
に
も

及
ん
だ
時
期
が
続
き
ま
し
た
が
、

よ
う
や
く
通
常
の
活
動
を
取
り
戻

し
、
新
た
な
取
り
組
み
を
進
め
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
人
生
百
年
時
代
と
言
わ
れ
る
中

で
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
な

が
ら
、
高
齢
者
の
就
業
機
会
の
確

保
、
生
き
が
い
づ
く
り
を
推
進
す

る
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
さ
ら
に
重

要
性
を
増
す
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
セ
ン
タ
ー
の
事
業
に

対
し
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
、
退
任
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

退
任
の
あ
い
さ
つ

退
任
の
あ
い
さ
つ

前
理
事
長
　
長
瀬
　
洋
男
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就 任 あ い さ つ就 任 あ い さ つ
　

本
年
四
月
に
事
務
局
長
と
し

て
採
用
に
な
り
、
六
月
十
二
日

の
定
時
総
会
で
常
務
理
事
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。

　

四
十
年
以
上
の
歴
史
と
伝
統

が
あ
る
山
形
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
で
、
役
員
・
職
員
と

共
に
会
員
の
皆
様
の
た
め
に
働

く
こ
と
が
で
き
る
機
会
を
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、
感
謝
と

同
時
に
大
き
な
責
任
を
感
じ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
度
の

総
会
で
就
任
し
た
斎
藤
新
理
事

長
を
支
え
、
長
瀬
前
理
事
長
が

築
か
れ
た
業
績
を
さ
ら
に
発
展

さ
せ
る
べ
く
精
励
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
令
和
六
年
三
月
ま
で
山

形
市
役
所
に
勤
務
し
前
職
で
は

ス
ポ
ー
ツ
行
政
、
住
宅
行
政
な

ど
様
々
な
分
野
の
仕
事
を
経
験

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
三

十
数
年
間
の
仕
事
の
中
で
セ
ン

タ
ー
に
施
設
管
理
な
ど
の
業
務

を
依
頼
す
る
機
会
も
あ
り
、
当

時
の
担
当
会
員
の
方
々
と
も
少

な
か
ら
ず
接
点
が
あ
っ
た
こ
と

な
ど
思
い
出
し
な
が
ら
日
々
の

仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

私
生
活
で
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
が

日
課
で
、
山
形
ま
る
ご
と
マ
ラ

ソ
ン
な
ど
年
数
回
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
や
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
し

て
い
ま
す
。
自
身
の
健
康
に
留

意
し
な
が
ら
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
を
忘
れ
ず
、
会
員
の
皆
様
が

心
身
と
も
に
健
康
で
、
働
く
喜

び
や
生
き
が
い
を
実
感
で
き
る

セ
ン
タ
ー
に
な
る
よ
う
に
精
一

杯
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

常
務
理
事

（兼）
事
務
局
長

石
川
　
一
幸
　

新
役
員
紹
介

退
任
役
員
紹
介

退
任
役
員
紹
介

　
―
長
い
間

�

お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
―

理
事
長

理
事
長�

長
　
瀬
　
洋
　
男

常
務
理
事

常
務
理
事
（兼）（兼）
事
務
局
長

事
務
局
長�

佐
　
藤
　
雅
　
俊

監　
　

事

監　
　

事�

安
　
食
　
　
　
仁

�
令
和
六
年
度
定
時
総
会
に
て
、
新

た
に
四
名
の
役
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

理
事
長
（
代
表
理
事
）

�

斎
　
藤
　
武
　
弘

�

（
市
推
薦
）

常
務
理
事
（
業
務
執
行
理
事
）

�

石
　
川
　
一
　
幸

�
（
市
推
薦
）

理　

事�
�

髙
　
瀨
　
謙
　
治

�（
市
社
会
福
祉
協
議
会
推
薦
）

監　

事

�

石
　
山
　
昌
　
之

�

（
千
歳
地
区
）

新
役
員
体
制

　

理
事
長�

斎
　
藤
　
武
　
弘

　

副
理
事
長�

結
　
城
　
正
　
夫

　
常
務
理
事�

石
　
川
　
一
　
幸

　
理　
事�

松
　
浦
　
雄
　
大

　
理　
事�

髙
　
瀨
　
謙
　
治

　
理　
事�

渋
　
谷
　
誠
　
一

《
総
務
部
会
》

　
理　
事�

平
　
山
　
　
　
尚

　
理　
事�

福
　
田
　
美
知
子

《
事
業
部
会
》

　
理　
事�

結
　
城
　
正
　
夫

　
理　
事�

岸
　
　
　
英
　
一

《
広
報
部
会
》

　
理　
事�
齋
　
藤
　
英
　
夫

　
理　
事�
岸
　
　
　
純
　
一

《
女
性
部
会
》

　
理　
事�

土
　
田
　
ト
ク
子

　
理　
事�

山
　
泉
　
晶
　
子

《
安
全
就
業
推
進
委
員
会
》

　
理　
事�

髙
　
橋
　
眞
　
一

　
理　
事�

金
　
澤
　
忠
　
次

　
監　
事�

佐
　
藤
　
利
　
彦

　
監　
事�

石
　
山
　
昌
　
之
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令
和
五
年
度
は
、
事
故
ゼ
ロ
を
目

標
に
事
故
防
止
活
動
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
就

業
中
に
四
件
の
事
故
が
発
生
し
て
お

り
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
会
員
各
自
が
こ
れ
ま

で
以
上
に
緊
張
感
を
も
っ
て
事
故
防

止
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
そ
の
要

因
を
明
確
に
し
て
、「
安
全
は
す
べ

て
に
優
先
す
る
」
と
い
う
意
識
を
高

め
、
事
故
や
怪
我
の
な
い
職
場
環
境

を
作
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
各
地
区
班

及
び
、
職
群
班
と
と
も
に
連
携
協
力

を
密
に
し
、
事
故
防
止
活
動
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

さ
て
、
七
月
は
「
全
国
安
全
・
適

正
就
業
強
化
月
間
」
と
し
て
一
日
か

ら
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
全
シ
協
・

各
地
区
S
C
が
そ
れ
ぞ
れ
連
携
し
て

活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
強
化
月
間
の
取
り
組
み
事
項
】

一�　
安
全
就
業
推
進
委
員
会
の
開
催

二�　
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
た
活
動
の

推
進

　

◦�

定
期
パ
ト
ロ
ー
ル
、
不
定
期
パ

ト
ロ
ー
ル
の
実
施

　

◦�

安
全
保
護
具
の
完
全
着
用
の
徹

底（
安
全
帽
・
安
全
帯
等
の
装
着
）

　

◦�

機
械
器
具
、
安
全
保
護
具
の
点
検
整
備

　

◦
緊
急
連
絡
カ
ー
ド
の
携
帯
徹
底

三�　
安
全
意
識
高
揚
策
の
充
実

　

◦�

安
全
標
語
の
募
集
と
優
秀
作
品
の

表
彰
及
び
安
全
講
習
会
の
開
催

　

◦�

事
故
再
発
防
止
対
策
の
徹
底

　

◦�

「
重
大
事
故
速
報
」
や
「
安
全

就
業
推
進
委
員
会
だ
よ
り
」
の

発
行
で
再
発
防
止
の
喚
起

四�　
会
員
の
健
康
管
理
意
識
高
揚

　

◦�

総
合
健
康
診
断
の
受
診
を
推
奨

五�　
就
業
途
上
の
交
通
事
故
防
止

安
全
・
適
正
就
業
強
化
月
間

安
全
・
適
正
就
業
強
化
月
間

　

去
る
令
和
六
年
三
月
八
日
に
、
当

セ
ン
タ
ー
と
山
形
市
は
「
空
家
等
の

適
正
管
理
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

し
、
四
月
よ
り
「
空
き
家
状
況
確
認

業
務
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
山
形
市
内
に
は
三
千
を
超

え
る
空
き
家
が
あ
り
ま
す
が
、
手
つ

か
ず
の
ま
ま
で
は
危
険
と
な
る
状
況

も
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
、
当
セ
ン
タ
ー
で
可
能
な
業
務

に
つ
い
て
山
形
市
と
検
討
を
し
て
き

ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
、

近
隣
セ
ン
タ
ー
の
空
き
家
管
理
業
務

に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、
市
と
の
協

議
を
重
ね
た
結
果
、
他
市
セ
ン
タ
ー

で
も
実
施
の
実
績
が
あ
る「
状
況
確

認
」の
業
務
が
実
施
可
能
で
あ
る
と

判
断
し
、
今
回
の
事
業
開
始
に
至
り

ま
し
た
。

　

県
内
の
状
況
を
見
て
み
る
と
、
令

和
五
年
三
月
末
現
在
、
九
セ
ン
タ
ー

が
空
き
家
に
関
す
る
協
定
を
各
市
町

村
と
締
結
し
、
事
業
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
と
山
形
市
と
の

協
定
で
十
セ
ン
タ
ー
目
と
な
り
ま
し

た
。
協
定
が
な
い
場
合
で
も
、
空
き

家
の
所
有
者
よ
り
依
頼
を
受
け
「
除

草
」
や
「
剪
定
」
の
作
業
を
実
施
し

て
い
る
セ
ン
タ
ー
も
数
多
く
あ
り

ま
す
。

　

四
月
か
ら
開
始
す
る
当
セ
ン
タ
ー

の
「
空
家
状
況
確
認
業
務
」
の
内
容

は
、
空
き
家
の
所
有
者
か
ら
依
頼
を

受
け
た
場
合
、
建
物
に
異
常
が
な
い

か
、
庭
の
雑
草
や
樹
木
の
状
況
な
ど
、

チ
ェ
ッ
ク
項
目
に
基
づ
き
確
認
を
行

い
、
写
真
と
併
せ
て
所
有
者
へ
報
告

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
今
回
就
業

希
望
者
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
九
十

一
名
の
方
か
ら
ご
応
募
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

今
後
、
多
く
の
ご
依
頼
が
あ
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
空
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
協
定
」を
締
結

「
空
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
協
定
」を
締
結

安
全
就
業
推
進
委
員
会
　
委
員
長
　
髙
橋
　
眞
一

令
和
六
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン

�

「
安
全
は
　
無
理
せ
ず
　
焦
ら
ず
　
油
断
せ
ず
」
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新
入
会
員
紹
介

第

一

地

区�

古
澤
　
　
清

第

二

地

区�

蛇
子
　
光
浩

�

三
浦
　
祐
造

�

矢
作
　
彰
義

�

髙
梨
み
ど
り

第

四

地

区�

鈴
木
　
信
次

�

矢
萩
　
庸
子

�

遠
藤
　
俊
英

第

五

地

区�

田
中
　
直
樹

第

六

地

区�

刈
込
　
義
範

�

山
口
　
　
薫

第

七

地

区�

中
村
　
夏
紀

西

地

区�

広
瀬
　
重
男

第

八

地

区�

海
谷
智
恵
子

�

海
谷
　
賢
次

�

鈴
木
由
美
子

第

九

地

区�

黒
田
　
　
正

�

廣
谷
　
治
実

第

十

地

区�

阿
部
　
洋
子

鈴
川
二
地
区�

木
下
　
健
男

鈴
川
三
地
区�

奥
山
　
一
宏

千

歳

地

区�

佐
藤
　
春
樹

�

前
野
　
晴
美

飯
塚
・
椹
沢
地
区�

丸
山
荘
一
郎

�

清
水
和
比
古

�

青
木
　
京
子

東

沢

地

区�

横
山
三
千
子

�

新
川
　
寿
子

滝
山
一
地
区�

佐
藤
　
広
子

�

大
滝
　
純
一

�

河
合
　
秀
子

滝
山
二
地
区�

目
黒
　
　
實

�

藤
田
ま
り
子

出
羽
・
明
治
地
区�

今
野
　
富
夫

金

井

地

区�

安
達
　
秀
子

�

斎
藤
　
克
典

�

石
山
　
　
茂

�

松
﨑
　
道
正

山
寺
・
高
瀬
地
区�

海
谷
　
好
正

�

斎
藤
　
清
子

楯

山

地

区�

村
川
　
　
篤

蔵

王

地

区�

柏
倉
　
愛
子

�

日
下
部
敏
信

�

坂
井
　
　
貢

�

菊
地
　
康
雄

�

大
石
り
つ
子

�

齋
藤
　
隆
之

�

金
子
　
克
美

�

石
山
祥
治
郎

南
山
形
・
本
沢
地
区�

斎
藤
み
ち
子

�

渡
邉
　
靖
子

�

畠
中
　
泰
雄

�

荒
井
栄
一
郎

�

佐
藤
長
一
郎

�

江
口
智
佳
子

南
沼
原
地
区�

三
澤
　
啓
司

�

矢
ノ
目
嬉
美
子

地域紹介地域紹介 わが街通信
　

山
形
城
下
の
北
方
に
位
置
す

る
馬
見
ヶ
崎
川
の
清
流
が
流
れ

る
第
三
地
区
は
古
く
か
ら
鋳

物
、
鍛
冶
な
ど
が
盛
ん
で
、
約

九
七
〇
年
前
に
馬
見
ヶ
崎
川
の

砂
と
土
質
が
鋳
物
に
最
適
で
あ

る
こ
と
か
ら
鋳
物
の
製
造
が
始

ま
っ
た
と
伝
わ
っ
て
い
る
。
ち

な
み
に
霞
城
公
園
内
の
騎
馬
に

勇
ま
し
く
跨
る
最
上
義
光
公
の

鋳
造
は
国
内
で
も
数
少
な
い
二

本
脚
で
建
っ
て
い
る
騎
馬
像

で
、「
鋳
物
の
銅
町
」
が
製
造

し
た
傑
作
品
で
技
術
力
の
高
さ

を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　

第
三
地
区
に
は
古
式
豊
か
な

神
社
仏
閣
が
数
多
く
存
在
し
て

い
る
。
国
分
寺
薬
師
堂
と
山
形

県
護
国
神
社
が
あ
る
薬
師
公
園

を
中
心
に
五
月
八
日
か
ら
三
日

間
開
催
さ
れ
る
大
祭
と
植
木
市

は
「
日
本
三
大
植
木
市
」
と
し

て
有
名
で
、
若
葉
の
薫
る
季
節

に
周
辺
の
沿
道
は
植
木
屋
と
屋

台
で
賑
わ
う
。

　

ま
た
、「
お
宮
さ
ま
」
と
呼

ば
れ
る
「
鳥
海
月
山
両
所
宮
」

は
「
北
の
総
鎮
守
」
と
し
て
尊

崇
さ
れ
て
き
た
。
八
幡
太
郎
義

家
が
こ
の
地
に
創
建
さ
れ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。
大
祭
は
八
月

一
日
で
幼
い
頃
、
山
形
市
内
中

心
部
を
神
輿
が
ね
り
歩
き
、
地

区
内
は
老
い
も
若
き
も
祭
り
一

色
に
な
る
。
神
輿
が
沿
道
か
ら

境
内
に
入
る
時
は
担
ぎ
手
の
掛

け
声
と
地
区
民
が
一
体
と
な

り
、
熱
気
で
沿
道
は
最
高
に
盛

り
あ
が
り
、子
供
な
が
ら
に「
ワ

ク
ワ
ク
」し
た
日
を
思
い
出
す
。

こ
の
他
に
も
「
最
上
三
十
三
観

音
第
四
番
札

所
大
慈
山
円

応
寺
」
な
ど

名
所
旧
跡
が

数
多
く
あ
り

ま
す
。

志
鎌
　
一
夫

第

三

地

区

鳥海月山両所宮鳥海月山両所宮
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夫
婦
愛
和
し
て
五
十
年
、
お
陰
さ

ま
で
五
年
前
に
金
婚
式
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
二
人
で
暮
ら
し

て
き
た
波
乱
万
丈
の
日
々
を
思
い
出

し
て
懐
メ
ロ
を
聞
い
て
語
り
合
う
よ

う
に
な
っ
た
。「
華
と
嵐
の
人
生
ふ

り
向
け
ば　

波
の
数
ほ
ど
苦
労
が
あ

り
ま
し
た　

笑
い
話
し
に
で
き
る
の

は　

あ
ん
た
と
一
緒
に
生
き
た
か
ら

　

幾
と
せ
を
思
い
出
さ
せ
る
二
人
の

舟
唄
よ
」
家
族
や
皆
さ
ん
に
支
え
ら

れ
頑
張
っ
て
き
た
ご
褒
美
と
喜
ん
で

い
ま
す
。
三
人
の
子
供
達
か
ら
は
温

泉
旅
行
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
も
ら
い

泊
ま
り
に
行
っ
て
き
た
。
嫁
の
頃
は

子
育
て
や
お
姑
さ
ん
の
介
護
に
追
わ

れ
、
働
き
な
が
ら
忙
し
く
過
ご
し
た
。

子
供
達
に
は
入
浴
の
世
話
や
、
く
り

返
す
入
院
時
の
留
守
番
等
を
手
伝
っ

て
も
ら
っ
た
の
で
助
か
っ
た
。
ひ
と

段
落
し
た
と
思
っ
た
ら
、
十
人
の
孫

に
恵
ま
れ
て
子
守
り
を
頼
ま
れ
、
孫

育
て
の
毎
日
で
し
た
。
孫
達
は
見
上

げ
る
程
に
成
長
し
た
が
毎
週
遊
び
に

来
て
く
れ
る
の
で
、
と
て
も
賑
や
か

で
す
。
こ
の
頃
は
来
る
た
び
に
「
元

気
で
い
る
か
」
と
介
護
さ
れ
る
側
に

な
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。

　

娘
の
長
男
も
結
婚
し
て
二
人
で
生

活
を
始
め
た
。
私
達
を
心
配
し
て
く

れ
る
娘
達
や
孫
達
に
感
謝
し
て
、
す

て
き
な
じ
い
ち
ゃ
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん

に
な
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

「
老
い
て
は
子
に
従
え
」
で
す
ね
。

毎
日
、
今
日
行
く
所
を
確
認
し
て
忘

れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

二
月
も
半
ば
が
過
ぎ
る
と
、
昨
今

の
気
温
と
は
思
え
な
い
日
が
あ
る
と

思
い
き
や
、
急
に
寒
く
な
っ
た
り
の

日
々
で
す
が
、
毎
年
楽
し
み
に
し
て

い
る
の
が
、
山
菜
取
り
で
す
。

　

昨
年
も
友
人
数
人
と
朝
六
時
頃
に

出
発
し
て
、
ワ
ラ
ビ
、
こ
し
あ
ぶ
ら
、

ふ
き
の
と
う
等
々
を
採
り
、
朝
食
の

お
に
ぎ
り
を
、
う
ぐ
い
す
の
声
を
聞

き
な
が
ら
食
べ
る
の
は
最
高
で
す
。

丁
度
良
い
運
動
に
も
な
り
、
山
の
恵

み
を
頂
い
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
は
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
、

さ
く
ら
ん
ぼ
の
パ
ッ
ク
詰
め
の
手
伝

い
に
行
き
ま
し
た
。
は
じ
い
た
さ
く

ら
ん
ぼ
は
頂
い
て
、
自
宅
に
持
ち
帰

り
さ
く
ら
ん
ぼ
の
ジ
ャ
ム
を
作
っ
た

り
、
煮
た
さ
く
ら
ん
ぼ
を
天
日
に
干

し
、
干
し
さ
く
ら
ん
ぼ
を
作
り
ま
す
。

干
し
ぶ
ど
う
の
様
な
物
に
出
来
ま
す
。

　

そ
れ
と
例
年
で
あ
れ
ば
、
梅
の
収

穫
で
す
。
昨
年
は
家
の
梅
は
害
虫
に

よ
り
、
良
い
梅
を
収
穫
す
る
こ
と
が

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
さ
く
ら
ん

ぼ
園
の
方
か
ら
、
良
い
梅
を
沢
山
頂

き
、
沢
山
の
梅
ジ
ャ
ム
と
梅
干
し
を

作
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

さ
く
ら
ん
ぼ
の
ジ
ャ
ム
、
梅
ジ
ャ

ム
を
作
り
、
多
い
分
は
冷
凍
し
ま
す
。

さ
く
ら
ん
ぼ
、
梅
ジ
ャ
ム
、
干
し
さ

く
ら
ん
ぼ
を
使
い
、
色
ん
な
お
菓
子

を
作
る
の
が
、
私
の
最
高
の
マ
イ

ブ
ー
ム
で
す
。

第
三
地
区

�

逸
見
　
フ
サ

マ
イ
ブ
ー
ム

金
婚
式
を
迎
え
て

〔
寄
稿
〕

Cherry

南
山
形
・
本
沢
地
区

�

塩
野
　
美
智
子
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
紹
介

で
山
形
大
学
に
お
世
話
に
な
っ
て
一

年
八
ヶ
月
、
仕
事
仲
間
に
も
恵
ま
れ
、

よ
う
や
く
仕
事
の
流
れ
も
分
か
っ
て

き
ま
し
た
。
担
当
保
育
園
の
園
児
さ

ん
も
可
愛
い
で
す
。

　

月
に
十
日
ほ
ど
の
勤
務
で
休
み
は

趣
味
の
山
歩
き
を
し
て
い
ま
す
。
三

月
上
旬
に
、
以
前
悪
天
候
で
一
度
断

念
し
た
ラ
イ
ザ
ワ
ー
ル
ド
か
ら
自
作

の
カ
ン
ジ
キ
で
の
雪
上
登
山
と
、
蔵

王
刈
田
岳
か
ら
厳
冬
の
お
釜
を
見
て

き
ま
し
た
。
そ
の
日
は
雲
一
つ
な
い

快
晴
、
暖
冬
で
一
度
崩
落
し
た
樹
氷

も
見
事
に
復
活
し
て
絶
景
で
し
た
。

　

下
山
途
中
で
仙
人
沢
の
氷
瀑
も
綺

麗
に
で
き
て
い
る
と
の
話
な
の
で
、

深
雪
の
急
傾
斜
を
百
五
十
メ
ー
ト
ル

下
り
、
圧
倒
的
な
氷
瀑
を
眺
め
て
き

ま
し
た
。
帰
り
の
深
雪
の
登
り
は
と

て
も
き
つ
く
僅
か
百
五
十
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
の
標
高
差
な
の
に
一
時
間
近
く

か
か
り
、
ヘ
ロ
ヘ
ロ
で
登
り
ま
し
た
。

　

こ
の
冬
一
番
の
山
行
で
と
て
も
満

足
し
ま
し
た
。
た
だ
、
そ
の
後
の
大

き
な
反
省
点
が
あ
り
ま
し
た
。
想
像

以
上
の
好
天
の
た
め
、
紫
外
線
の
量

が
尋
常
で
は
な
く
、
そ
の
日
か
ら
一

週
間
顔
面
が
お
猿
さ
ん
の
如
く
赤
く

腫
れ
あ
が
り
大
変
。

　

要
！
日
焼
け
対
策
。

　

数
年
に
一
回
の
好
天
に
恵
ま
れ
た

雪
山
の
山
行
に
感
謝
で
す
。

　

や
ま
が
た
百
名
山
全
山
踏
破
も
目

標
で
す
。
昨
年
ま
で
で
八
十
六
座
、

あ
と
十
四
座
で
す
が
、
身
体
と
相
談

し
な
が
ら
焦
ら
ず
あ
と
二
年
か
け
て

登
頂
予
定
で
す
。

焼
け
跡
に　

雨
の
合
い
間
に　

虹
が
立
つ

能
登
は
や
さ
し
や　

降
る
雨
ま
で
も

�

エ
ス
テ
ル
わ
か
子

　

山
本
ワ
カ
子
会
員
よ
り
、
短
歌
作

品
を
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
多

忙
の
中
、
作
品
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、

こ
の
場
を
借
り
て
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

大
郷
地
区

 

山
本
ワ
カ
子

短
歌

東
沢
地
区

�

鈴
木
　
　
公

動
け
る
身
体
づ
く
り

広
報
部
会
で
は
、
今
後
も
随
時
、

趣
味
の
短
歌
、
俳
句
、
写
真
な
ど

作
品
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
作

品
は
シ
ル
バ
ー
や
ま
が
た
に
掲
載

し
、
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
是
非
ご
寄
稿
く
だ
さ
い
。
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■
配
分
金
支
払
日

　
七
月
十
九
日（
金
）

　
八
月
二
十
日（
火
）

　
九
月
二
十
日（
金
）

■
入
会
説
明
会（
午
後
一
時
三
十
分
）

　
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
も
入
会
の
勧

誘
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
七
月
二
日（
火
）　
八
日（
月
）

　
　
　
十
八
日（
木
）

　
八
月
六
日（
火
）　
二
十
日（
火
）

　
　
　
二
十
七
日（
火
）

　
九
月
五
日（
木
）　
十
二
日（
木
）

　
　
　
十
九
日（
木
）

■
就
業
相
談
日（
午
後
一
時
三
十
分
）

　（
就
業
に
関
し
て
の
相
談
で
す
）

　
七
月
十
日（
水
）

　
八
月
七
日（
水
）

　
九
月
十
一
日（
水
）

あ と が き
　

元
日
に
、
能
登
半
島
地
震
と
い

う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
出
来
事
で
始

ま
っ
た
令
和
六
年
も
半
分
が
過
ぎ

ま
し
た
。
被
災
地
の
復
興
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
号
の
「
シ
ル
バ
ー
や

ま
が
た
」
の
編
集
会
議
が
始
ま
っ

た
頃
は
、
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
が
咲
き
始

め
て
い
ま
し
た
。
ウ
グ
イ
ス
の
鳴

き
声
も
聴
こ
え
て
い
ま
し
た
。
だ

ん
だ
ん
上
手
に
な
っ
て
い
く
の
が

楽
し
み
で
し
た
。
ス
イ
セ
ン
な
ど

春
に
は
お
馴
染
み
の
花
々
が
咲

き
、
徐
々
に
ツ
ツ
ジ
、
バ
ラ
、

ク
レ
マ
チ
ス
等
の
初
夏
の
花
が
咲

き
始
め
ま
し
た
。
木
々
の
葉
の
緑

も
色
濃
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

華
や
か
な
季
節
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
景
色
に
誘
わ
れ
る
よ

う
に
、
外
出
さ
れ
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
機
会
が

あ
れ
ば
、
熱
中
症
に
気
を
つ
け
て

出
か
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
の
時

は
、
楽
し
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
書

き
留
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し

て
、
そ
れ
を
「
シ
ル
バ
ー
や
ま

が
た
」
へ
投
稿
し
て
い
た
だ
け
た

ら
、
と
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
。

　

本
格
的
な
夏
が
や
っ
て
き
ま

す
。
暑
さ
に
負
け
ず
、
事
故
な
ど

に
あ
わ
ず
、
元
気
に
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。�

（
Ｉ
・
Ｙ
）

　�

※
就
業
相
談
の
受
付
は
午
後
一
時

十
五
分
か
ら
で
す
。

　�

予
約
等
は
で
き
な
い
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
て

い
る
年
度
会
費（
会
員
互
助
会
除
く
）

の
主
な
使
用
内
容
に
つ
い
て
は
左
記

の
通
り
で
す
。

会
員
傷
害
保
険
料
（
一
人
あ
た
り
）

　
　

二
千
百
九
十
円

総
会
議
案
書
・
会
報
印
刷
費
等

　
　

九
百
円
（
う
ち
、
三
百
円
を
充
当
）

お
知
ら
せ
と

�

お
願
い

年
度
会
費
は
傷
害
保
険
料
に
充
当

常
務
理
事
（兼）
事
務
局
長�

石
川　

一
幸

業
務
課
長�

菅
野　

千
春

業
務
係

主
任�

原
田　

弘
之

嘱
託
職
員�

平
田　

悦
一

嘱
託
職
員�

奥
山　

専
弘

嘱
託
職
員�

藤
田　

彩
佳

総
務
係

係
長�

斎
藤　

康
子

嘱
託
職
員�

井
上
真
紀
子

嘱
託
職
員�

渡
邉　

友
子

令
和
六
年
四
月
よ
り

　
常
務
理
事
（兼）
事
務
局
長

�
石
川
　
一
幸

事
務
局
紹
介

新
事
務
局
職
員
紹
介

令
和
六
年
四
月
よ
り

　

嘱
託
職
員

�

渡
邉
　
友
子

セ
ン
タ
ー
緊
急
連
絡
先

〇
九
〇

－

六
二
五
五

－

五
三
〇
二

　

土
日
・
祝
日
に
事
故
等
が
発
生

し
た
場
合
の
緊
急
連
絡
先
で
す
。

　
ま
た
、
会
員
証
と
一
緒
に
お
渡

し
す
る
緊
急
連
絡
カ
ー
ド
は
、
就

業
の
際
必
ず
携
帯
す
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
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